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電子基準点を利用した 
リアルタイム測位推進協議会 News Letter 
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■新年ご挨拶 
電子基準点を利用したリアルタイム推進協議

会の会員の皆様、新年明けましておめでとうご

ざいます。 
会員の皆さまにとって、新しい年が明るく幸

多き年となりますよう心からお祈り申し上げま

す。 
昨年は、なんと言っても多くの尊い人命が失

われたＪＲ福知山線の脱線事故があり心が痛み

ました。さらに、女児殺害事件、耐震データ偽

造と最悪の一年であったような気がします。 
 
そんな中、当協議会では、電子基準点を利用

した測位技術の利活用及び普及を図るため、

数々の行事を行って参りました。 
まず、１０月にリアルタイム測位利用技術勉

強会、１１月に札幌で電子基準点シンポジウム

（国土地理院主催）に併設したリアルタイム測

位利用技術展示を行いました。 
また、６月には、「ネットワーク型ＲＴＫ－Ｇ

ＰＳを利用した公共測量作業マニュアル（案）」

に基準点測量に加えて、地形測量、応用測量が

加わり利用範囲が拡大しました。そこで、国土

交通省土地水資源局国土調査課及び国土地理院

へ出向き、都市再生街区基本調査作業に「ネッ

トワーク型ＲＴＫ－ＧＰＳを利用した公共測量

作業マニュアル（案）」を適用出来るよう要望を

いたしました。幸い、要望を取り入れて頂きま

して、街区多角点測量、街区点測量にネットワ

ーク型ＲＴＫ－ＧＰＳが利用可能となりました。

国土調査課様、国土地理院様に感謝申し上げま

す。 
昨年、新潟県中越地震災害復興を目指して、

当協議会等で設立した「新潟県中越地震復興測

量支援協議会」は、災害復興にネットワーク型

ＲＴＫ－ＧＰＳ測量を活用して頂くため、地元

で説明会を２度開き、測量機器等を無償で貸与

する活動も行いました。 
 
本年１１月で当協議会も設立５年目となりま

す。 
当協議会といたしましては、多様な分野にお

いてその位置情報を精密かつ迅速に提供できる

電子基準点を利用したリアルタイム測位技術の

紹介と普及を図り、より一層の活用について、

今後さらなる努力をしてまいる所存であります。 
最後になりますが、本年も当協議会に対して、

さらなるご理解、ご協力を賜りますようお願い

申し上げまして、新年のご挨拶と致します。 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□  

■利用事例－１ 
◇文化財調査における VRS‐GPS の活用 
岡山大学考古学研究室では 2005 年 9 月に

造山古墳（つくりやまこふん、岡山市新庄下、

国史跡）を対象とし、VRS‐GPS を活用した

測量調査を行いました。今回の調査は３年計

画の１年目にあたります。 
造山古墳は墳長約 360ｍ、全国第 4 位とさ

れ、一般の研究者が調査可能な古墳としては

全国一の規模です。築造された 5 世紀前半当

時は日本最大級の規模を誇り、造山古墳の調

査は吉備だけではなく古墳時代全体の研究に

とって大きな意義を持つものとなります。し

かし、これまで本格的な学術調査は行われて

おらず、現在使われている墳丘測量図も航空

写真をもとに作成されたものでした。今回の

調査は研究の基礎資料となる精緻な測量図を

作成することを目的とし、伝統的な等高線測

量とトータルステーションを用いたデジタル

測量を並行して行っています。また、近年急

速に進行しているデジタル化の波を受け、文

化財の世界においてもその重要性が指摘され

ている新しいデジタル測量技術の模索と確立

も重要な課題としています。 
○VRS‐GPS 活用の概要 
 今回の調査では古墳の墳丘上および周辺部

に VRS‐RTK によって基準点を設置してい

ます。誤差が一定範囲内におさまる基準点を

任意の各所に設置できるため、従来の方法に

比べて初期の基準点設置段階でのミスを格段

に減らすことができます。誤差が誤差を生む

状況を避けることにより、作業の確実性が高

まるのです。造山古墳のように対象が巨大な

場合、それが特に顕著となります。デジタル・

アナログともに、この基準点をもとに測量を

行っていきます。 
 デジタル測量は基準点に与えられた国土座

標をもとにして、トータルステーションで観

測を行っています。測点は約 50cm 間隔でと

り、傾斜の変換点や道などの特徴的な部分に

ついては重点的に計測するようにしています。

最終的に測点は 20 万点ほどになると予想さ

れます。この取得したデータをもとに３次元

モデリングや精密等高線図の作成をはじめと

した GIS での分析を行っていきます。このよ

うにして作成されたデジタル資料と伝統的な

方法による等高線測量図の対比も今後重要に

なっていくと思われます。 
○今後にむけて 
 考古学的調査における高精度 GPS 導入の

有効性は以前から指摘されていましたが、費

用の面などからも非常に敷居の高いものでし

た。VRS 技術の登場によりこの点がいくぶん

緩和され、調査開始とのタイミングもよく、

採用する運びとなりました。VRS‐GPS によ

る方法を用いたことにより、従来の三角点を

用いた方法の問題点－三角点自身の誤差や基

準点設置作業時の誤差などに左右されること

なく調査を進めることが出来ました。精度も

研究の基礎資料を作るのに問題無いレベルと

言えます。また、現行技術での誤差をはっき

りと明示できる点もこの方法の利点だと感じ

ます。以前は GPS を用いた同様の基準点設

置を行おうとした場合、時間的･費用的負担が

大きかったのですが、それを自身の手で容易

に行えるようになった点も特筆すべきです。

これにより現場の状況に臨機応変に対応でき、

調査方法に幅を持たせられるようになったと

言えます。このような利便性に操作方法の簡

単さも手伝って、今後 VRS-GPS は考古学の

世界に広く浸透していくのではないでしょう

か。コスト面や具体的活用方法、その共有方

法など、今後クリアすべき課題も多く残され

てはいますが、その将来性に期待が持てます。

今回の調査は第一次調査ということで方法の

模索という側面が強く、デジタル測量の成果

が本格的に現れるのはまだ先になりますが、

伝統的な方法との対比の中で今後そのあり方

を探っていこうと考えています。 
        岡山大学大学院 石坂泰士 



 

 
 
 - 3 - 

造り出しの３次元表示 

伝統的な平板測量 
デジタル測量によって明らかになった形状 

後円部頂のデジタル表示(点は測点) 

デジタル等高線図 

 
VRS-RTK 観測 

TS による細部観測 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■利用事例－２ 

◇ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＰＳを利用した 

国土総合建設（株）様による砂杭打設船での 

ＰＡＳ導入例 

国土総合建設（株）様による砂杭打設船に、

ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＰＳにおけるＦＫＰ

方式を採用している三菱電機のＰＡＳをご採用

戴いたので、その導入状況を紹介する。 

砂杭打設船とは、港湾プラント建設などの際

に、海底に基礎固め用の杭（砂杭）を打つもの

で、軟弱地盤の改良を行うものである。 

この砂杭打設船において、砂杭を打つ位置決

め作業の支援を、ＰＡＳを用いたシステムによ

り行う。 

今回導入いただいた砂杭打設船では、サンド

コンパクションパイル（ＳＣＰ）工法が用いら

れている。このＳＣＰ工法は、軟弱地盤を改良

する締め固め工法の一種で、砂杭を地中に造成

し、振動や衝撃などの方法を用いて土の密度を

大きくし、強固な地盤に改良することができる。

締め固め工法は、地盤改良工法の中でも実績が

多く、信頼性が高い工法と言われている。 

砂杭打設船の写真を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真の砂杭打設船には３本のリーダーがあり、

同時に３箇所の砂杭打設が可能となっている。 

国土総合建設（株）様のホームページを見る

と、ＳＣＰ工法を更に進化させた「海上ＳＣＰ

工法：ＫＳ−ＲＥＡＣＴ工法」と「海上ＳＣＰ工

法：ＫＳ−ＨＡＲＤ工法」とが紹介されている。 

それぞれの詳細は異なるが、おおまかなＳＣ

Ｐ工法の作業手順は次のようになる。 

① ケーシング（管）を地中に貫入させる。 

② ケーシングにより砂を充填させる。 

③ エアーによる圧気や、水圧により砂を締め固

めながらケーシングを引き抜き強固な砂杭

を造成する。 

④ 圧力などにより、締め固め砂杭が拡径され、

拡径締め固め砂杭となる。 

図２に作業手順のイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 砂杭打設船 

図２ 作業手順 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 



 

 
 
 - 5 - 

今回の砂杭打設船において、国土総合建設

（株）様で導入いただいた機器構成を図３に示

す。国土総合建設（株）様が所有されているニ

コントリンブル社の二周波受信機であるＭＳ７

５０を２式用い、それぞれにＰＡＳ補正装置で

あるノートＰＣを接続し、高精度な測位結果を

国土総合建設（株）様のシステムに渡している。 

なお、ＰＡＳデータセンターからの補正情報

は、携帯電話を通じて１台のノートＰＣのみへ

配信され、そこからもう１台のノートＰＣへ転

送されるようになっており、配信の際に必要と

なる通信料金を削減するようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のシステムでＧＰＳを２式用いているの

は、１式だけだと船の方向が分からなくなるた

め、２式で水平方向の向きを判別している。 

図４に納入品を設置した状況を示す。また、

図５に、納入システムからの測位結果に基づき、

打設する位置決めを支援する操船支援画面の例

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回導入いただいたシステムにより、国土総

合建設（株）様システム中の操船支援画面にお

いて、ＧＰＳアンテナの位置がＰＡＳにより数

ｃｍの精度で測位され、砂杭の打設位置を高精

度に指し示すことが可能となっている。 

従来はＲＴＫ方式を採用されており、現場毎

にＲＴＫ固定局を設置する手間とコストがかか

っていたが、ＰＡＳを用いた本システムにより、

今後はそのような手間やコストが不要となる。 

最後に、本稿作成にあたり国土総合建設（株）

様より貴重な写真などの資料をいただくととも

に、多大なご協力をいただきました。ここに謝

意を申し上げます。 

三菱電機株式会社 

図３ システム構成 

 
図４ 納入品設置 

 
図５ 操船支援画面の例 

 

補正情報 

 

 
GPS 受信機 

(Trimble MS750) 

  

 

 
GPS 

データ 補正情報 

携帯電話 

 

補正情報 
ＰＡＳデータセンター

国土総合建設様 
システム 測位結果 

納入システム部分 

インターネット 

ノート 
ＰＣ 

ノート 
ＰＣ 

GPS アンテナ
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■電子基準点シンポジウム報告 

 

○ 主 催：国土交通省国土地理院 
○ 後 援：北海道 札幌市 
○ 日 時：平成１７年１１月８日（火） 

１３時３０分～１６時００分 
○ 会 場：かでる２．７ホール 

（道民活動センタービル） 
札幌市中央区北２条西７丁目 

○ 入 場：無 料 

  

  ○ 概   要：シンポジウム詳細につきま

しては、８ページの『国土

地理院ニュース』に掲載さ

れています。 

 

 

 

 

 ■プログラム 

○ GEONET - GPS 連続観測システム –  

について 

測地観測センター長 

津沢 正晴 様 

○測位衛星の現状と今後の見通し 

高知大学教授 

田部井 隆雄 様 

○いつでもどこでも位置がわかる社会を

目指して 

地理地殻活動研究センター主任研究官 

神谷 泉 様 

○特別講演 位置情報の新しい利活用 

北海道大学名誉教授・ 

地理情報システム学会会長 

山村 悦夫 様 

 

 ○電子基準点シンポジウム来場者 １８０名 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１（来場者内訳）         資料提供：国土地理院

Ｈ１７電子基準点シンポジウム来場者 業種割合「速報」

学校・研究所
2.8%

測量・設計・コンサル
26.1%

GIS・CAD・情報処理
2.2%

電子機器・部品
1.1%

その他のサービス
0.6%農林・水産

0.6%

公共機関
43.9%

通信・情報
13.9%

機械・精密機器
6.1%

建設・不動産
2.2%

その他
0.6%

来場者数：180人

区分 計
公共機関 79
測量・設計・コンサル 47
通信・情報 25
機械・精密機器 11
学校・研究所 5
GIS・CAD・情報処理 4
建設・不動産 4
電子機器・部品 2
農林・水産 1
その他のサービス 1
その他 1

総計 180
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■ リアルタイム測位利用技術展示報告 

 

○主 催： 
電子基準点を利用した 

リアルタイム測位推進協議会 
○後 援：国土交通省国土地理院 

○日 時：平成１７年１１月８日（火）

１２時００分～１７時００分 

○会 場：かでる２．７「展示ホール」

（道民活動センタービル） 

札幌市中央区北２条西７丁目 
○入 場：無 料 

  ○概  要：この展示会は国土地理院主催

の『電子基準点シンポジウム』

に併設して行われました。シン

ポジウム開催の前後、休憩時間

中等に多くの方の入場がござい

ました。 
 
 

 
○ 出展機関・企業 
■国、公共団体等 

○国土交通省国土地理院 

○北海道立工業試験場 

○社団法人日本測量協会 

○電子基準点を利用した 

リアルタイム測位推進協議会 

■ 測量機器メーカー 

○株式会社ソキア 

○株式会社トプコン 

○株式会社ニコン・トリンブル 

○日本 GPS ソリューションズ株式会社 

○ライカジオシステムズ株式会社 

■ 位置情報サービス事業者 

○株式会社ジェノバ 

○日本 GPS データサービス株式会社 

○三菱電機株式会社 

■ 北海道地域会員 

○株式会社 シン技術コンサル 

計１３団体・企業 

■展示風景 
                     
 
 
 
 
 
 
 

  展示会場（写真１）            展示会場（写真２） 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■国土地理院ニュース 
◇電子基準点シンポジウムを開催 
 

国土地理院は、11 月 8 日、北海道立道民活

動支援センター（札幌市）かでるホールにて、

北海道及び札幌市の後援による「電子基準点

シンポジウム 北海道からはじまる いつで

も、どこでも位置を知る社会」を開催した。

このシンポジウムには、官公庁、学校、測量

設計・建設コンサルタント、情報システム関

係者など、約 180 名の来場者があった。 
各講演者の講演概要は、講演順に以下のと

おり。 
国土地理院測地観測センター長の津沢正晴

より「GPS 連続観測システム(GEONET)につ

いて」ということで、GEONET の概要や主

な役割などについて説明した。 
続いて、高知大学教授の田部井隆雄氏より、

「測位衛星の現状と今後の見通し」というタ

イトルで、測位衛星に関する現状と課題、今

後打ち上げられる各国の測位衛星、衛星から

送信される信号の内容などについて紹介説明

があり、衛星測位の充実による海底地殻変動

観測の高精度化への期待などが説明された。 
休憩を挟み、国土地理院地理地殻活動研究

センター主任研究官の神谷泉より、「いつでも

どこでも位置がわかる社会を目指して」とい

うタイトルで、シームレス測位に関する研

究・実験などを報告し、現状や今後について

説明した。 
最後に、北海道大学名誉教授・地理情報シ

ステム学会会長の山村悦夫氏より、特別講演

「位置情報の新しい利活用」ということで、

GIS と GPS を駆使した位置情報の活用につ

いての発表があり、有珠山噴火時における防

災活動や、農業や地域の活性化など、多様な

観点での位置情報の利活用事例などについて

説明があった。 
シンポジウムを通じて、国土地理院が重点

的に進めている電子基準点、位置情報及びシ

ームレス測位関係施策の周知・普及を図るこ

とで、一層推進していく所存である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土地理院 測地観測センター 
 

山村悦夫名誉教授講演風景 

シンポジウム会場 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■新潟県中越地震関連利用報告 
新潟県中越地震復興測量支援協議会 

 
○株式会社 東邦コンサルタント 
業務名：道路災害復旧測量委託 
委託箇所：新潟県北魚沼郡川口町大字荒谷～

大字木沢地内 
作業内容：４級基準点測量 
写真１、２は、被災した道路の路線測量を

行うための４級基準点測量を行っています。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
○大原技術 株式会社 
・業務名：工業団地用地造成測量設計委託 
・委託箇所：魚沼市根小屋地内 
・作業内容：開発面積A=1ha 

写真１ 

写真２ 

写真３：ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＰＳ基

準点測量の直接観測法による１人作業の

観測状況（基準点測量） 

写真４：ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＰＳ地

形測量による簡易な現況を１人作業で観

測している状況（地形測量） 



 

 
 
 - 10 - 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■ GPS/GNSSシンポジウム2005付設  
GPS機器展示会 参加について（ご報告） 

 
展示日：平成17年11月16日(水)  

～ 11月18日（金） 
 
展示会場： 
東京海洋大学 越中島会館 2階 

シンポジウム会場に隣接した展示室 
 
当協議会は展示会場において、協議会の主

旨を掲載したパネルの展示、ならびに協議会

の入会案内・協議会だよりの配布を行いまし

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
■図書紹介 

●ＧＩＳ実習マニュアル（ArcGIS版） 
地理情報システム（ＧＩＳ）についての

ソフトの基本機能、数値地図、応用を具体

的例を用いて作成した入門書。今回の改訂

では、初心者でもよりわかり易いように操

作方法の記述を増した。また、 ArcGIS
版はArcViewの後続版として、できる限り

ArcView のデ

ータを活用でき

るよう配慮しな

がら、新たに旧

版地図のアーカ

イブ化、地図ア

ーカイブの応用

として時系列分

析、景観分析を

付け加えた。 
 

監修 村井俊治ほか 
Ａ４判 ２８８頁  
定価 ３，０００円 (税込) 
 
 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

編集後記 

新年明けましておめでとうございます。 

会員の皆様に支えられ、当協議会が活動を

始めてから、早4年が経過しました。 

今後とも、何卒変わらぬご愛顧と、温かい

ご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上

げますと共に、皆様の益々のご健勝と限りな

いご多幸を心から祈念いたしまして、事務局

より新春のご挨拶とさせて頂きます。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

図－１（パネル展示：近景） 

図－２（パネル展示：遠景） 

発 行：電子基準点を利用した 
リアルタイム測位推進協議会 

社団法人日本測量協会 
測量技術センター内 

連絡先：事務局 data@geo.or.jp 


